
2019年10⽉5⽇
⼀般社団法⼈てとり

いじめ・⾃殺防⽌活動推進プロジェクト「stand by you」

プロジェクト発⾜及び動画啓発活動の
プレスリリース報道状況と今後の予定活動報告
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• 活動⽬的
アスリートやアーティストらと共に、⼦どものいじめ・⾃殺防⽌活動の推進を⽬的としたプロジェク

ト「stand by you」を開始。本プロジェクトを通じて、いじめなどの悩みを相談できずに苦しんで
いる⼦どもたち、そのような悩みを持つ仲間を助けたいと思っている⼦どもたちに、相談窓⼝の存
在の周知を⾏う。また、⼦どもたちに救いを求めて教職員や保護者に相談することを促し、いじめ
に悩んでいる友⼈を助けるような⾏動を取りやすいように後押ししていきたい。

• プレスリリース配信⽇︓2019年8⽉26⽇（⽉） 11:00

概要
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掲載⼀覧（詳細は別紙Excelファイル参照）

• テレビ6件
•新聞22件
• オンライン115件

紙媒体・TV オンライン記事（一部）
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主な掲載記事（1/2）

8/27（⽕）18:54 プライムニュース（フジテレビ）
タイトル 松井秀喜⽒が「いじめ・⾃殺防⽌」共同プロジェクトを開始「⼦供たちの⼒になりたい」

8/26(⽉) 15:23 Yahoo! JAPAN ニュース
タイトル 松井秀喜⽒が「いじめ・⾃殺防⽌」共同プロジェクトを開始「⼦供たちの⼒に
なりたい」
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主な掲載記事（2/2）

8/27（⽕）18:54 リセマム
タイトル 松井秀喜、HEROsと協働で「いじめ・⾃殺防⽌」プロジェクト始動

8/26（⽉） 16:03 47NEWS
タイトル 動画でいじめや⾃殺防⽌訴え 松井秀喜さんも
呼び掛け

NHKNEWSWEB「きみはひとりじゃない」9/4（⽕）
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報道内容分析

• 今回のリリースの⽬的であった以下2点を正しく報道いただけた
– ⼦どものいじめ・⾃殺防⽌活動の推進を⽬的としたプロジェクトであることを伝えること
– いじめなどの悩みを相談できずに苦しんでいる⼦どもたち、そのような悩みを持つ仲間を

助けたいと思っている⼦どもたちに、相談窓⼝の存在の周知を⾏うこと

報道タイトル抜粋
〈TV〉
⽇本テレビ＜真相報道バンキシャ︕＞「夏休み明けの⾃殺急増・⼦供の”声”を聞く…」2019/09/01 18:52:26
ＴＢＳテレビ＜Ｎスタ４＞「夏休み明けの⼦どもの⾃殺防げ・学校に居場所・新たな取り組み」2019/08/30 
16:26:01
フジテレビ＜Live News it︕＞「松井秀喜さんら⽴ち上がる「いじめにNO︕」動画公開」2019/08/27 18:09:57

〈紙媒体〉
東京読売新聞「ＳＴＯＰ⾃殺 夏休み明け ＳＯＳ注意 ⽗「聞けば良かった」⾃責」2019/8/27
静岡新聞「いじめはダサい／相談できる相⼿必ずいるよ 松井秀喜さんら動画でメッセージ 夏休み明け⾃殺防⽌へ」
2019/8/27
京都新聞「ゴジラ松井「いじめダサい」 井原正⺒さんも 動画で⾃殺防⽌訴え」2019/8/27

〈オンライン記事〉
Yahoo!ニュース Japan「松井秀喜⽒が「いじめ・⾃殺防⽌」共同プロジェクトを開始「⼦供たちの⼒になりたい」」
2019/8/26 03:23PM
Sanspo.com「松井秀喜⽒「いじめダサい」 動画で⾃殺防⽌訴え、井原正⺒⽒らも」2019/8/26 04:03PM
NHKオンライン「⼦どもの⾃殺 ＳＮＳで防げ ⾃治体と学校が連携」2019/8/30 03:20PM
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• SNSの声
– 「9/1が少しでも前向きな⽇になると良いなぁ…形式的で⼀⽅的な始業式じゃなくて、い
い機会だからもうすこし緩やかにのんびりと夏の出来事や考えることを対話できる場に
なれたらいいのになぁ…」

– 「⼿助けをする⽅向がまた素晴らしい。メンバーもまた素晴らしいね。」
– 「いじめをする奴はダサい奴」ということが広く⼀般に認知・浸透すれば、いじめは減ると

思います。」

• 取材・問い合わせ依頼と成果
– プレスリリース当⽇に10件以上あるなどメディア取材・問い合わせが相次いだ。そして

夏休み明け前に多くのメディアで紹介いただき、⽬的としていた⾃殺防⽌対策として⼀
定の役割を果たすことができた。

– 教育関係者より、動画利⽤希望やインタビュー記事公開⽇の問い合わせを、東京都内
だけでなく地⽅の学校や委員会など7件いただいた。今後、学校を中⼼とした教育現
場で活⽤される可能性を⾒出せた。

SNS・メディアからのフィードバック（1/2）

社会の⾼い関⼼とともに、共感・応援を多数いただけました
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SNS・メディアからのフィードバック（2/2）

社会の⾼い関⼼とともに、共感・応援を多数いただけました

SNSでの発信一部紹介

日本財団公式facebook てとり代表谷山のfacebook松井55ベースボールファウン
デーション公式facebook
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• 教員関係者の声
– 「⼀年間の中で最も⼦どもの⾃殺数が多い夏休み明け前に、今回のプロジェクトを⾏
うことはとても社会的意義がある。」

– 「このプロジェクトの映像を⾒た⼤⼈はきっと⾃分たちの周りにいる⼦どもへの関⼼を⾼
めると思う。ぜひ保護者にも伝えたい。」

– 社会的影響⼒の⾼いアスリートが発信することがとても重要なことで、⼤切な取り組
みと思いました。また参画されるアスリートも多様なバックグラウンドを持っており、⼈選
が素晴らしい。

• お問い合わせ
– 中学校校⻑より 「新学期の最初に、全校⽣徒に向けた講話の時間がある。今回の

動画をぜひ流させていただきたい。アスリートの皆様の⾔葉を⽣徒たちに伝え、いじめ
について考えるきっかけをつくりたい。」

– 教育委員会「11⽉に、市内のメンバーが集いいじめについて議論を⾏ういじめ防⽌サミッ
トがある。その時にこの映像を流し、⽣徒⼀⼈⼀⼈ができることを考える取り組みを⾏
いたい。このような素晴らしい映像を無償公開してくださりありがとうございます。」

教育関係者からのフィードバック

好評の声とともに、学校現場で活⽤いただけるようになりました
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• 成果
Ø 初のリリースでありながら、「NHK」「Yahoo! JAPANニュース」などキーメディアを

はじめとする143社のメディアによる記事・映像掲載を獲得して取り組みを業
界内外に認知させることができた。

Ø 特に教育委員会や学校関係者等、⼦どもたちと関わる教育団体からの問い合
わせを複数いただき、⽬的としていた「いじめ・⾃殺防⽌」に関する社会的な意
識・関⼼を⾼めることができた

Ø 今後の「⼈を助ける ⾃分を助ける」きっかけをつくる活動に向けた⼿応えとさらに
取り組むべき課題を認識することができた。

• 総括
Ø 想定以上のメディア掲載や反響をいただき、本取り組みの社会的意義や重要
性を認識した。

Ø アスリートとの連携が活動の趣旨と親和性が⾼く、効果的であること
Ø 今後は、参画いただくトップアスリートの数を増やしていきたい。またアーティストや

研究者等部活動の延⻑を想定して多様な⼤⼈の声を集め、多様な競技、多
様な考え⽅を⼦どもたちに伝えていきたい。

成果まとめ

多くの⽅が⼦どものことを考えるきっかけをつくることができました
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今後の予定

• インタビュー記事＆啓発ミュージックビデの公開（2019年10⽉〜11⽉頃）
Ø 参画するアスリート⾃⾝が誰かに相談し、助けられながら困難を乗り越えてきた

経験をまとめ、学校だよりや保健だより等と⼀緒に学校で配布できる記事を無
償公開。⼦どもたちが助けを求めて周囲に相談するきっかけを、学校や教育委員
会と連携し提供します。また多くの⼦ども達に届けるため啓発MVも作成、発信
いたします。

• シンポジウム、研究会の実施（今年度）
Ø インタビュー記事を活⽤したSOSの出し⽅に関する授業の実施やまたいじめにつ
いて考えるシンポジウムの開催を通じて、学校関係者や保護者、研究者等と
連携した活動を⾏う

• 参画いただくアスリート等の拡充（2020年2~3⽉頃）
Ø 2020年東京オリンピック・パラリンピックを⽬指すアスリートへのアプローチ
Ø 吹奏楽部や科学部、演劇部等⽂化系部活動の延⻑として、アーティストや研
究者、俳優等アスリート以外のプロフェッショナルの⽅々へのアプローチ

Ø 2020年度中に、100万⼈の⼦どもたちにアスリートの記事を届ける。

多様な⽅に参画頂く、そして100万⼈の⼦どもに届けます︕
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ご協⼒いただき、ありがとうございました
未来を担う⼦どもたちの笑顔を増やしていきます︕


